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＜連絡事項＞

· 本日月末の為月報作成する事。

· 明日、17：30～メモリアルホールにて法人研修あり。10分前には会場入りする事。

· 7/2、愛成病院の方が見学予定。入浴を調整し14：00～浴室も見学できるようにしておく事。

· 7/4・5、職員旅行あり。スタッフの人数が減る為、事故の無いように注意する事。

· 県内の麻しん流行について注意喚起あり。各自確認しておく事。（内容読み上げ実施）

· 広報委員会からのお知らせ
・俳句の依頼あり。担当となっている方は作成・提出する事。
　今回の季語「晩夏」「夏の果て」「夏終わる」
・Forの写真募集。表紙と裏表紙の2枚を募集。

＜外来情報＞

· 大久保　恒夫様～夕食後薬が1包不足しているとの事で、処方している。

· 晴山　美智子様～体重97kg。土曜日は友人の誕生日であった為外食したと報告。デイケアは通所
　　　　　　　　した際にエアロビを行い楽しかったと話されているが、利用については「痩せる
　　　　　　　　と調子が悪い」「母は体調が悪い」等と理由をつけている。

· 我満　奈津紀様～26日の夕・入浴後に倦怠感が強く動く事が出来なくなったと報告。翌日には
　　　　　　　　体調は改善したと話されるが、原因について「疲労かな？」と話しており、娘様
　　　　　　　　の授業参観や登校拒否の事について話されている。喫煙本数は増えないように
　　　　　　　　しているとの事。夏休み期間のデイケア利用について午後からの利用にしようと
　　　　　　　　思っていると話される。

· 田向　玲美様　～交際相手が外泊に来ているとの事で、今日は電話などして過ごそうと思っている
　　　　　　　　為、デイケアを欠席すると話される。幻聴は無くなったとの事で、エビリファイ
　　　　　　　　減量しリスパダール増薬としている。幸房見学について担当医から許可得ている。

· 高橋　百壽様　～臨時の眠剤処方となってから、就寝後15分で眠れるが、4時間ほどで覚醒して
　　　　　　　　しまうとの事。気分の落ち込みもあるとの事で、フルニトラゼパム増薬となって
　　　　　　　　いる。本日糖尿病の為、八戸赤十字病院受診し食事を24単位でも良いとの許可
　　　　　　　　が降りたとの事。明日からデイケアでの食事を常食としている。

· 本田　英之様　～就労支援を明日から開始すると話されており、工場見学に行ってくるとの事。

· 駒目　翔　様　～悲しくなり、親にも見捨てられるような発言をされたとの事。死のうと思ったり、
　　　　　　　　周囲の事が信じられないと考えていると話される。又、集中力も低下している
　　　　　　　　との事。水曜日の受診時に服薬調整する事としている。明日は、自動車学校で
　　　　　　　　仮免の試験を受けると報告される。

＜利用者様情報＞

· 前野　義勝様～　本日外来へ来院しており、鹿内内科受診し肝機能の悪化を指摘されたとの事で、
　　　　　　　　肝臓の内服を希望されている。検査結果が当院にはない為、鹿内内科から結果を
　　　　　　　　もらってくるように説明している。

· 大久保　恒夫様～6/5に4週間分の内服薬が処方となっているが、夕食後薬が1包不足していると
　　　　　　　　来院している。1包処方しているが、内服を間違えた可能性について指摘すると、
　　　　　　　　表情険しくなっている。
　　　　　　　　明日デイケアを欠席する変わりに本日デイケア来所されている。基本的に通所日
　　　　　　　　以外の来所は断っている事を説明すると感情的となる事あり。次回受診時に担当
　　　　　　　　医へとデイケアの通所日について相談すると話される。又、通所日を増やす事に
　　　　　　　　ついて、大久保律子様にも毎日通所へと変更するように話している事あり。
　　　　　　　　⇒現状　①2人とも疲労の為、決められた通所日の毎日通所が出来ない
　　　　　　　　　　　　②通所時の提示までの在所困難
　　　　　　　　　　　　③帰宅後の体調不良
　　　　　　　　　以上の事がある為、両者の担当スタッフを交えての通所日について話合いを
　　　　　　　　　行っていく。

· 森　　彩子様　～金曜日のデイケア終了後、参加の様子について話合いを行っている。
　　　　　　　　緊張することはあったが、苦手としている相手と一緒になる事があっても落ち
　　　　　　　　着いて対応する事が出来、思ったよりも精神的に不安定となることは無かったと
　　　　　　　　振り返っている。金曜の通所の為、前日に睡眠をとる事が出来なかったと話され
　　　　　　　　ており、「そのせいで今日はなんともなかったのかもしれない」と聞かれている。
　　　　　　　　⇒・次回、体調を整えて体験的に金曜のデイケア利用をしてみて再度様子を見る
　　　　　　　　　　ように説明。
　　　　　　　　　・体験的に数回利用日を増やしてみて本人がよければ正式にデイケア利用日を
　　　　　　　　　　増やしていく事としている。

· 駒目　翔　様　～①来所時に気分の落ち込み聞かれている。体調も良くないとの事で、昨晩37℃
　　　　　　　　　台の発熱がありデイケアを欠席したいと思ったが、お父様よりデイケアに行く
　　　　　　　　　よう言われたとの事。又、先週夜間に気分が落ち込んだ際にお父様へ自傷行為
　　　　　　　　　を行いたいと訴えたところ、「手首じゃなくて首を切れと言われた」と報告
　　　　　　　　　され、その事もショックであると話される。
　　　　　　　　　⇒外来受診後は表情良く他者とも交流持たれており、担当医と話をすることが
　　　　　　　　　　出来て気分が良くなったとの事。
　　　　　　　　②持ち物検査実施時に、喘息発作用の吸入器がなく、本人へ確認。週末に置き
　　　　　　　　　引きにあったと報告される。発作時の対応が出来ない為、日赤受診し処方して
　　　　　　　　　もらってくるように説明しているが、金銭的な関係から受診を拒否している。
　　　　　　　　　⇒帰宅時にお父様がいらした際に、吸入器を紛失したと話されていた件を伝え、
　　　　　　　　　　発作時の対応が当院では出来ない為、日赤受診して頂きたい事を説明する。

· 赤坂　順市様　～外来担当医よりデイケアでの栄養士による栄養指導を行うように指示があるが、
　　　　　　　　山田（沙）が不在となる事が多く、栄養指導を行えていない現状である。
　　　　　　　　⇒病院栄養士　工藤へ連絡を取り、都合の良い日時に病院で実施していく。

· 川口　尚良様　～先週の肝臓の検査結果を報告される。肝機能に異常は無かったが、腎臓に白い影
　　　　　　　　が2つあると言われ、腎臓結石の可能性を説明されたとの事。泌尿器科の受診を
　　　　　　　　行った方が良いのかと相談あり、次回7月末に腎臓の検査予定となっていると話
　　　　　　　　す。
　　　　　　　　⇒検査まで期間がある為、心配であれば受診してみるように説明。今週の金曜日
　　　　　　　　　に泌尿器科受診してみるとの事。

· 今野　容子様　～金曜のデイナイトケアからの帰荘時に、ナイトケアの中居（美）様からパンを
　　　　　　　　受け取って帰る事あり。送り付き添いのスタッフから指摘を受けるが、無視して
　　　　　　　　帰荘している為、青風荘の宿直スタッフへ申し送りを行っている。
　　　　　　　　⇒中居（美）様へ、今野様の食事に関して説明を行っている。本人からは「菓子
　　　　　　　　　パンじゃなければ良いと思っていた」との発言聞かれている為、再度食事の
　　　　　　　　　制限について説明している。又、通所内での物のやり取りは禁止されている事
　　　　　　　　　を確認している。
　　　　　　　　　利用者様全員に対して糖尿病について健康管理教室を通じて行い、食事制限等
　　　　　　　　　の治療面について周知を図る。

＜業務改善＞

· 通所利用者の中で、交通手段が無い事や金銭的な事情から、バイク・自転車・自家用車を利用しての通所をする方が増えてきている。

· 担当医から通所手段について許可をもらうように説明しているが、本人が確認した事をスタッフが把握できていない現状がある。

○改善案

　・交通手段を変更する際に、担当医へと確認した事を書面で残せる形を検討。その際、書面には
担当医のサインを記入する欄も設ける。

＜デイケア利用者様検討＞

横町　浩様（39）統合失調症

○治療計画の検討
　現在の治療計画

1 プログラムを通じて、対人交流技術の獲得を図る

2 大きな口ではっきりと話を出来るように本人へ振り返りを行う

3 肥満気味の為、運動の時間を設定する

治療計画に関して

・①と②は同じ対人交流技術として１つにまとめてしまっても良いのではないか。

現状

· 歯科受診の為に早めの帰宅をする事が多くなっているが、予約時間の2時間目に帰宅している為、時間の使い方と予約時間について確認を行う。
⇒　一度自宅へ戻り休んでから歯磨きをして受診するとの事。通所での歯磨きを促しているが、
　　口腔ケアの際に嘔吐してしまう事もある為、自宅で行った後暫く休んでから受診するとの事。
　　歯磨きの行い方について確認していく。

· 体力や対人技能の面については本人は「出来ている」と評価しており、すぐにでも仕事が出来ると考えている。本人の対人面に関して細かく確認をしても、「出来ている」と話されている。

· 自分の話を一方的に話される事が多く、他者の意見になると聞くことが出来ない。

· 自宅から歩いて通所しており、デイケア参加中も運動には参加されている為、治療計画③の運動については改めて時間を設定しなくても良いと考える。運動よりも、食事の見直しが必要。

○今後の治療計画

1 プログラムを通じて、対人交流技術の獲得を図る

2 定期的な面談を通じて現実検討を行う事が出来るように関わりをもっていく










